　　　　＜夢の浮世＞資料①　　都市の豪商

　　　江戸eq \o(\s\up 9(するがまち),駿河町)三井eq \o(\s\up 9(はちろうえもん),八郎右衛門)

eq \o(\s\up 9(たかとし),高利)というのは日本一の商人という。彼のeq \o(\s\up 9(せんぞ),先祖)はeq \o(\s\up 9(かんえい),寛永)（1624～1647）のころ、eq \o(\s\up 9(いせまつざか),伊勢松坂)より江戸へeq \o(\s\up 9(ほうこう),奉公)に出て、少しのeq \o(\s\up 9(もとできん),元手金)をこしらえてeq \o(\s\up 9(ざいしょ),在所)（松坂）へ帰り、仲間一人と組んでeq \o(\s\up 9(もめん),木綿)をeq \o(\s\up 9(いちだ),一駄)ずつ交代で江戸に持ち出てeq \o(\s\up 9(あきな),商)いをしたという。それがだんだん大きくなって日本一のeq \o(\s\up 9(だいごうふく),大豪福)となり、eq \o(\s\up 9(おおだな),大店)３ヶ所を持ち、1000余人のeq \o(\s\up 9(てだい),手代)を使い、１日に金2000両の商いがあれば祝いをするという。

　　　2000両の金は米5000eq \o(\s\up 9(ぴょう),俵)の値である。5000俵の米は5000人の百姓が１か年苦しんで納める量である。5000人が１か年苦しんで納めるものを畳の上にいて楽々と１日でとるのである。

　　　（井原西鶴「世事見聞録」より）

　　　＜夢の浮世＞　　資料②　都市の発展
· 都市の人口
都市名
所在地
町人人口
都市の性格
備考

江戸
東京
５３６３８０人
城下町
ほぼ同数の武士が住む

大阪
大阪
３８２４７１人
商人町


京都
京都
３５０９８６人
商人町
他に公家・僧侶が住む

金沢
石川
　６８６３６人
城下町
他に武士が住む

名古屋
愛知
　６３７３４人
城下町
他に武士が住む

広島
広島
　３６１４２人
城下町
他に武士が住む

岡山
岡山
　２８２９８人
城下町
他に武士が住む

会津若松
福島
　２７０００人
城下町
他に武士が住む

徳島
徳島
　２０５９０人
城下町
他に武士が住む

熊本
熊本
　１９９３６人
城下町
他に武士が住む

高知
高知
　１７１５４人
城下町
他に武士が住む

越後高田
新潟
　１６３７６人
城下町
他に武士が住む

彦根
滋賀
　１５５００人
城下町
他に武士が住む

福岡
福岡
　１５００９人
城下町
他に武士が住む

甲府
山梨
　１４３３４人
城下町
他に武士が住む

　　　○都市のしくみ
　　資料③－２　江戸時代金銭メモ
　
　　　○旅の諸経費（東海道中膝栗毛より）
　　　　　　　①宿代　　　　　　　　　：一人200文（4000円）
　　　　　　　②かご代（平塚⇒小田原）：200文（4000円）
　　　　　　　③風呂釜代　　　　　　　：2朱＝812文（16240円）
　　　　　　　④酒１合　　　　　　　　：32文（640円）
　　　　　　　⑤菓子　　　　　　　　　：3文（60円）
　　　　　　　⑥砂糖餅　　　　　　　　：3文（60円）
　　　　　　　⑦川渡し（おぶう）　　　：一人64文（1280円）
　　　　　　　　　　　（蓮台）　　　　：二人600文（12000円）
　　　　　　　⑧乗合船（浜名湖）　　　：一人4文（80円）
　　　　　　　⑨わらぞうり　　　　　　：14文（240円）
　　　○１両＝12000円として計算
　　　　　１両＝４分＝銀16朱＝6476文　　　　　　　１文＝約20円
　　　　　　　　１分＝銀４朱　　　
　　　　　　　　　　　銀１朱＝406文
　　＜夢の浮世＞資料④江戸時代の農家の休日
　　享和３（1803）年の梶ヶ谷村の休日




１月
計８日
１日
２日
３日
正月につき農作業は休み



７日
火事よけの祭礼のため休み


11日
eq \o(\s\up 9(くらびらき),蔵開き)でeq \o(\s\up 9(おそなえ),お備え)を割るため休み


15日
小正月で休み


16日
eq \o(\s\up 9(こうじん),荒神)さまの祭りで休み


20日
eq \o(\s\up 9(おそなえ),お備え)を割るので休み

２月
計６日
１日
お備えをeq \o(\s\up 9(に),煮)てeq \o(\s\up 9(ぞうに),雑煮)にし休み


初午（はつうま）
eq \o(\s\up 9(いなり),稲荷)祭りのため休み


彼岸中日
eq \o(\s\up 9(はかまいり),墓参り)のため休み


その他
eq \o(\s\up 9(ほうこうにん),奉公人)がeq \o(\s\up 9(こうたい),交代)する月のため３日ほど村役人がおeq \o(\s\up 9(ふ),触)れを出して休み

３月
計７日
１日



？日
雹（ひょう）祭りで休み


？日



15日



その他
春の種まきのあと３日ほど村役人がお触れをだして休み

４月
計３日
１日



８日
おeq \o(\s\up 9(しゃか),釈迦)さまeq \o(\s\up 9(たんじょう),誕生)の日で休み


その他
eq \o(\s\up 9(ひょうまつり),雹祭り)で村役人から触れを出して１日休み

５月
計１日
５日
eq \o(\s\up 9(たんご),端午)のeq \o(\s\up 9(せっく),節句)で休み

６月
計７日
１日



７日
春の村祭（村の神社の祭礼）で休み


14日



15日



その他
田の草取りをしたあと３日ほど休み







７月　　
計５日
１日



７日
eq \o(\s\up 9(たなばた),七夕)のeq \o(\s\up 9(せっく),節句)で休み


14日
15日
16日
おeq \o(\s\up 9(ぼん),盆)のeq \o(\s\up 9(さいれい),祭礼)で休み

８月
計３日
１日



15日
一五夜の月見で休み


彼岸中日
秋の墓参りで休み

９月
計２日
14日
秋の祭り（村の神社の祭礼）で休み


16日
秋の祭りの終わりで休み

その他
計２日
疫病よけ
eq \o(\s\up 9(えきびょう),疫病)が流行ったら疫病よけの祭礼のために１日休む


雨乞い
eq \o(\s\up 9(ひでり),日照)が続いたら、村役人からお触れを出して１日休む

総計
44日



　　　　川崎市史資料編２より
· 秀吉の時代（1500年代の終わり）の農村のお休みは
　　　　年　２０日ほど
